
平成 29 年 1 月 30 日 

日 本 下 水 道 事 業 団 

平成 28 年度 B-DASH プロジェクト 

「DHS システムを用いた水量変動追従型水処理技術実証研究」 

実証施設の完成式典を開催しました 

 

日本下水道事業団（JS）では、三機工業(株)・東北大学・香川高等専門学校・高知工業高等

専門学校・JS・須崎市の 6 者からなる共同研究体にて、国土交通省が実施する下水道革新的技

術実証事業（B-DASH プロジェクト）※1 において、国土交通省国土技術政策総合研究所の委託

研究として、「DHS※2 システムを用いた水量変動追従型水処理技術実証研究」を実施していま

す。 

本技術は、「スポンジ状担体を充填した DHS ろ床」と「移動床式の生物膜ろ過槽」を組み合

わせた標準活性汚泥法代替の水処理技術であり、下水処理場に流入する水量の減少に応じて、

効率的なダウンサイジング※4 が可能となる技術です。これにより、施設更新時・運転時にお

ける低コスト・省エネルギー化が期待され、人口減少社会において、下水処理場の経営改善に

貢献することが可能となります。 

本実証研究は平成 28 年 7 月に着手し、実証施設の建設工事を実施してまいりましたが、こ

のたび実証施設が完成したことを記念して、平成 29 年 1 月 25 日に須崎プリンスホテルおよび

須崎市終末処理場において完成式典を開催しました。 

式典では、初めに、楠瀬耕作 須崎市長より主催者挨拶があり、ご来賓を代表して、加藤裕之

国土交通省水管理・国土保全局下水道部下水道事業課長、内田勉 国土交通省国土技術政策総

合研究所下水道研究部下水道機能復旧研究官よりご祝辞を頂きました。その後、場所を須崎市

終末処理場に変えて、ご来賓ならびに共同研究体の代表者によるテープカットが行われました。 

JS では、これまでの B-DASH プロジェクトにおける豊富な経験や、JS 創設以来、長年にわ

たり積み重ねてきた下水道技術の開発に係る知見を最大限に活かすことにより、本実証研究の

所期の成果が得られるよう、取り組んでいく所存です。 

――― 

※1： 下水道革新的技術実証事業（B-DASH プロジェクト：Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High 

Technology Project）：下水道における新技術について、民間企業、地方公共団体、大学等が連携して行う実

規模レベルの実証研究 

※2： DHS（Down-flow Hanging Sponge）：下降流スポンジ状担体（高濃度汚泥を保持し保水性を有するスポンジ

状担体を充填した装置の上部から下水を散水し生物処理を行う） 

※3： ダウンサイジング：処理施設規模を縮減すること 



 

 
 

 （問い合わせ先） 

技術戦略部 上席調査役 

 橋本 敏一 

 TEL：03-6361-7844 

 FAX：03-5805-1828 

 E-mail：Hashimotot@jswa.go.jp 

写真 1 楠瀬耕作 須崎市長による主催者挨拶 写真 2 加藤裕之 国交省 下水道事業課長による祝辞

写真 3 「水の天使」と しんじょう君 写真 4 テープカット 

写真 5 JS 松浦理事による謝辞 写真 6 完成した施設の全景


